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ヴィラゆりむん
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龍郷町芦徳508 ☎62-5504 ホテル

カレッタ

ダイビングショップ
ネイティブシー
奄美

亜熱帯オーベルジュ
ヴィラゆりむん
奄美の隠れ家オーベルジュ

ス（￥5,280）
ご宿泊もご予約承ります

　
￥3,080
　お一人様（3名様～）
￥4,180
　お一人様（2名様～）

 前菜・プリモ・
メイン料理
デザート 2皿

お茶会ランチコース

島の食材をふんだんに使ったコース料理
　（前日までの予約制）のお店

美味で可愛いフルコース

　お昼に特別な忘年会

奄美きょら海工房
笠利店/☎63-2208  朝日通り店/☎52-7438☎52-7345☎52-7345

菓子工房菓子工房 レストラン・パン工房レストラン・パン工房

◎菓子工房 フランドール
　 → 8：００～19：００
◎レストラン・パン工房 奄美きょら海工房笠利店
　 → 9：００～１8：3０

営業時間が変わりました！

11

㈮
15
は

★ケーキやお菓子で
　お祝いしましょう！！
★ケーキやお菓子で
　お祝いしましょう！！

ケーキ 特産品パ　　ン レストラン

☎・FAX　52-4425☎・FAX　52-4425

ヘアー
クリエイト
ヘアー
クリエイト

美容室・レンタルショップ美容室・レンタルショップ

○AM9：30～PM7：00　○月曜営 定○AM9：30～PM7：00　○月曜営 定○AM9：30～PM7：00　○月曜営 定

いずみいずみいずみ

子
供
用
大
島
紬
あ
り
ま
す
。

レンタル衣装予約受付中！

佐
大
熊

七 五 三
かわいくなりたい記念日かわいくなりたい記念日かわいくなりたい記念日

7歳
着物レンタル
ヘアメイク
着付け込み

着物レンタル
ヘアメイク
着付け込み
￥18,000

3歳
着物レンタル
ヘアメイク
着付け込み

着物レンタル
ヘアメイク
着付け込み
￥13,000

5歳

着物レンタル
着付け込み
着物レンタル
着付け込み

￥13,000

着
物
の
寸
法
直
し

★
お
問
い
合
わ
せ

0
9
0
・
4
3
6
5
・
9
3
1
2
【野口】

朝仁児童館横

℡53-6028

良
い
良
い

安
い
安
い
車
大成オート
サービス

１３
種
目
で
親
睦
深
め
る

伊 仙 町

ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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情情
景景
、、人人
物物
描描
写写
がが
魅魅
力力

奄 美 市

対
談
で
作
家
の
藤
井
氏（
名
瀬

出
身

）指
摘

島
尾
ミ
ホ
生
誕
１００
年
記
念
講
演
会

奄美市名瀬

野
球
少
年
、憧
れ
の
選
手
と
食
事
会

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

和
泊
町
役
場
ロ
ビ
ー

首
里
城
火
災
受
け
募
金
箱

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営

委
員
長
退
任
へ

石
原
進
氏
、任
期
満
了

島
内
外
２４
人
が
ヨ
ッ
ト
楽
し
む

瀬戸内町阿鉄

奄
美
瀬
戸
内
Ｒ
Ｃ
カ
ッ
プ

電
飾
世
界
一
の

Ｘ
マ
ス
ツ
リ
ー

Ｕ
Ｓ
Ｊ
、光
の
演
出
盛
り
上
げ

【
徳
之
島
総
局
】
伊
仙

町
の
第
19
回
ふ
れ
あ
い
福

祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
社
会

福
祉
大
会
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
）
が
12
日
、

町
総
合
体
育
館
で
あ
っ

た
。
町
内
外
の
障
が
い
者

や
福
祉
団
体
な
ど
関
係

者
約
4
2
0
人
が
参
加
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
を
楽

し
み
、
親
睦
を
深
め
た
。

障
が
い
者
と
健
常
者
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
助
け

合
い
の
心
を
育
み
、
明
る

く
住
み
や
す
い
社
会
の
実

現
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年

実
施
し
て
い
る
。
開
会
式

に
先
立
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
功
労
者
や
小
中
学
生
の

福
祉
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
が
あ
っ
た
。

開
会
式
で
は
幸
多
実
町

社
協
会
長
ら
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
サ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
友
の
会
の
幸
野
憲
繁

さ
ん
�
同
町
伊
仙
�
が
は

つ
ら
つ
と
選
手
宣
誓
し

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
徒
競
走

を
皮
切
り
に
、
輪
投
げ
や

玉
入
れ
な
ど
13
種
目
。
町

内
の
保
育
園
児
ら
も
か
け

っ
こ
や
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど

で
参
加
し
て
、
大
会
を
盛

り
上
げ
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

【
功
労
表
彰
】
▽
一
般

徳
島
博
敏
、
徳
島
ム
ツ
枝（
以

上
目
手
久
）
義
憲
和
、
義
ヒ

ロ
エ
（
以
上
伊
仙
）
伊
東
和

子
（
面
縄
）
植
田
カ
ズ
ミ
（
木

之
香
）
▽
学
校

伊
仙
中
学

校
生
徒
会

【
福
祉
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

〈
小
学
生
の
部
〉
▽
最
優
秀

賞

原
友
香
（
犬
田
布
小
6

作
家
島
尾
敏
雄
（
1
9
1
7
〜
86
年
）
の
妻
で
作
家
の
ミ
ホ
（
1
9
1
9
〜

2
0
0
7
年
）
�
瀬
戸
内
町
出
身
�
の
生
誕
1
0
0
年
記
念
講
演
会
が
13
日
、

奄
美
市
名
瀬
の
集
宴
会
施
設
で
あ
っ
た
。
書
評
家
の
豊
崎
由
美
氏
と
奄
美
市
出

身
の
作
家
藤
井
太
洋
氏
が
島
尾
ミ
ホ
文
学
を
テ
ー
マ
に
対
談
。
地
元
の
高
校
生

と
一
般
約
3
5
0
人
を
前
に
「
巧
み
な
情
景
描
写
、
人
物
描
写
が
魅
力
。
文
豪

の
妻
や
作
品
の
モ
デ
ル
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
の
作
家
と
し
て
再
評
価

さ
れ
る
べ
き
」
な
ど
と
語
っ
た
。

島
尾
ミ
ホ
は
1
9
1
9

年
、
瀬
戸
内
町
加
計
呂
麻

島
出
身
。
太
平
洋
戦
争
中
、

同
島
に
第
18
震
洋
隊
の
隊

長
と
し
て
駐
屯
し
た
島
尾

と
出
会
い
、
結
婚
し
た
。

島
尾
の
代
表
作
で
あ
る

と
げ

「
死
の
棘
」
を
は
じ
め
多

く
の
作
品
で
登
場
人
物
と

し
て
描
か
れ
た
一
方
、
自

身
も
小
説
「
海
辺
の
生
と

死
」
や
「
愛
の
棘
」、「
祭

り
裏
」
な
ど
を
執
筆
し
た
。

講
演
は
豊
崎
、
藤
井
両

氏
の
対
談
形
式
で
進
行
。

豊
崎
氏
は
ミ
ホ
の
小
説
か

ら
当
時
の
奄
美
の
暮
ら
し

な
ど
を
推
測
し
、
「
独
特

の
文
化
と
自
然
環
境
を
持

つ
奄
美
で
育
っ
た
こ
と
が

作
家
と
し
て
の
土
台
に
な

っ
た
」
と
指
摘
。
「
眼
前

に
迫
る
よ
う
な
力
強
い
描

写
力
と
と
も
に
、
方
言
と

標
準
語
を
織
り
交
ぜ
る
な

ど
斬
新
な
技
法
に
も
注
目

し
た
い
」
と
高
く
評
価
し

た
。藤

井
氏
は
「
ル
ー
ツ
に

異
な
る
文
化
や
言
語
を
持

つ
こ
と
は
作
家
と
し
て
の

強
み
」
と
述
べ
、
「
地
方

出
身
と
い
う
こ
と
が
武
器

に
な
る
時
代
。
東
京
育
ち

の
作
家
を
悔
し
が
ら
せ
る

よ
う
な
作
品
を
奄
美
か
ら

生
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と

来
場
者
へ
呼
び
掛
け
た
。

藤
井
氏
は
奄
美
市
名
瀬

出
身
。
2
0
1
2
年
に
電

子
書
籍
「
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ

Ｍ

ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
で
作
家
デ

ビ
ュ
ー
し
、
13
年
に
「
オ

ー
ビ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
」

で
第
35
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞

と
第
47
回
星
雲
賞
日
本
長

編
部
門
を
受
賞
。
19
年
に

は
作
品
集
「
ハ
ロ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
」
で
第
40
回
芳
川

栄
治
文
学
新
人
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

講
演
会
は
奄
美
市
の
人

材
育
成
等
研
修
助
成
事
業

を
活
用
。
同
講
演
会
実
行

委
員
会
（
橋
口
耕
太
郎
会

長
）
が
主
催
し
、
大
島
高

校
の
1
年
生
と
教
諭
ら
約

3
0
0
人
を
招
待
し
た
。

大
島
高
校
の
進
琉
翔
さ
ん

（
16
）
は
「
読
書
は
話
題

に
な
っ
た
映
画
の
原
作
を

読
む
程
度
。
ミ
ホ
さ
ん
や

藤
井
さ
ん
の
本
を
読
ん
で

み
た
く
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

知
名
町
正
名
の
林
池
治
さ

ん
（
80
）
方
の
庭
に
植
え
ら

れ
た
ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ
が
鮮

や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目

を
引
い
て
い
る
。

パ
ン
ヤ
科
。
原
産
地
は
南

米
。
国
内
で
は
主
に
沖
縄
県

で
植
樹
さ
れ
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
ピ
ン
ク
と
白
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
る
。

林
さ
ん
は
「
今
年
は
例
年

に
増
し
て
き
れ
い
に
咲
い
た

の
で
、
自
分
た
ち
だ
け
で
見

る
の
も
も
っ
た
い
な
い
。
近

く
を
立
ち
寄
っ
た
ら
ど
な
た

で
も
眺
め
て
行
っ
て
」
と
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

（
沖
永
良
部
総
局
）

奄
美
大
島
で
秋
季
キ
ャ

ン
プ
中
の
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
選
手
と

野
球
少
年
た
ち
の
食
事
交

流
会
が
12
日
、
奄
美
市
の

ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
同
市

内
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
児
童
21
人
が
憧
れ
の

プ
ロ
野
球
選
手
と
食
事
を

楽
し
ん
だ
。

交
流
会
は
野
球
少
年

た
ち
の
食
育
を
目
的
に
毎

年
開
か
れ
て
い
る
。
今

年
は
同
球
団
の
選
手
18
人

が
参
加
。
選
手
ら
は
児

童
ら
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
、
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
の
夕
食
を
共
に
し

た
。最

初
は
緊
張
し
て
い
た

児
童
た
ち
も
、
選
手
か
ら

「
普
段
ど
れ
く
ら
い
練
習

し
て
る
の
」
「
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
ど
こ
」
な
ど
質
問
を

受
け
る
う
ち
に
緊
張
が
解

け
食
事
を
終
え
る
こ
ろ
に

は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

い
た
。

約
1
時
間
、
選
手
と
の

交
流
を
楽
し
ん
だ
児
童

た
ち
に
は
選
手
ら
か
ら
サ

イ
ン
入
り
の
色
紙
と
ボ

ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。
伊
津

部
オ
リ
オ
ン
ズ
の
中
村

我
久
斗
君
は
「
宮
本
秀
明

選
手
と
仲
良
く
な
っ
て

食
事
の
順
番
や
試
合
を
楽

し
む
大
切
さ
を
教
わ
っ

た
。
来
年
、
宮
本
選
手
が

活
躍
で
き
る
よ
う
応
援

し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を

咲
か
せ
る
ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ

�
10
日
、
知
名
町
正
名

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
沖
永
良
部
総
局
】
和

泊
町
役
場
職
員
組
合
（
永

野
敏
樹
組
合
長
）
は
13
日
、

先
月
末
に
火
災
で
焼
失
し

た
沖
縄
県
那
覇
市
の
首
里

城
の
再
建
を
願
い
、
役
場

庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
に
募
金

箱
を
設
置
し
た
。
同
組
合

は
「
少
し
で
も
首
里
城
の

復
旧
、
復
興
の
助
け
に
な

れ
ば
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
支
援
を
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

昨
年
か
ら
沖
縄
本
土
と

の
飛
行
機
の
直
行
便
就
航

で
移
動
の
利
便
性
が
高
ま

る
中
、
和
泊
町
で
は
沖
縄

県
と
の
交
流
促
進
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
同
じ
北
山

文
化
圏
で
あ
る
今
帰
仁
村

と
の
友
好
都
市
盟
約
締
結

に
向
け
た
取
り
組
み
も
進

ん
で
い
る
。

永
野
組
合
長
（
42
）
は

「
沖
永
良
部
島
は
文
化
的

に
も
、
歴
史
的
に
も
沖
縄

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。

町
内
の
小
学
校
の
児
童
も

修
学
旅
行
で
毎
年
、
首
里

城
を
訪
れ
て
お
り
、
今
回

の
火
災
は
和
泊
町
民
に
と

っ
て
も
大
変
悲
し
い
出
来

事
。
早
期
の
復
旧
、
復
興

に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」

と
話
し
た
。

募
金
箱
は
少
な
く
と
も

年
内
ま
で
設
置
。
集
ま
っ

た
寄
付
は
来
年
2
月
ご

ろ
、
沖
縄
県
か
、
那
覇
市

宛
て
に
届
け
る
と
い
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

和
泊
町
役
場
1
階
に
設
置

さ
れ
た
首
里
城
復
旧
・
復

興
の
た
め
の
募
金
箱
�
13

日
、
同
町

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
会
の

石
原
進
委
員
長
（
74
）
�

Ｊ
Ｒ
九
州
相
談
役
�
が
任

期
満
了
で
12
月
10
日
に
退

任
す
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
政
府
が
13
日
、
衆
参

両
院
の
議
院
運
営
委
員
会

理
事
会
に
提
示
し
た
人
事

案
で
経
営
委
員
に
再
任
さ

れ
て
い
な
い
た
め
。

経
営
委
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
執

行
部
の
指
導
監
督
を
行
う

最
高
意
思
決
定
機
関
。
石

原
氏
は
2
0
1
0
年
か
ら

3
期
9
年
経
営
委
員
を
務

め
、
16
年
に
委
員
長
に
就

任
し
た
。

不
祥
事
が
相
次
い
だ
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
信
頼
回
復
に
力
を

注
ぎ
、
受
信
料
の
値
下
げ

に
道
筋
を
付
け
た
。
ま
た

保
険
の
不
正
販
売
を
報
じ

た
番
組
を
巡
り
、
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
か
ら
抗
議
を

受
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員

会
が
昨
年
、
上
田
良
一
会

長
（
70
）
を
厳
重
注
意
し

た
問
題
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

自
主
自
律
が
揺
ら
ぐ
事
態

を
招
い
た
。

一
方
、
経
営
委
員
と
し

て
新
た
に
、
九
州
リ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス
（
福
岡
市
）
社

長
の
礒
山
誠
二
氏
（
68
）

と
、
名
城
大
（
名
古
屋
市
）

人
間
学
部
教
授
の
水
尾
衣

里
�
本
名
・
水
野
節
子
�

氏
（
60
）
の
2
人
が
就
任

す
る
。
任
期
は
12
月
11
日

か
ら
3
年
。

第
5
回
奄
美
瀬
戸
内
ロ

ー
タ
リ
ー
カ
ッ
プ
ハ
ン
ザ

ク
ラ
ス
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は

10
日
、
瀬
戸
内
町
阿
鉄
の

湾
内
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ス

に
は
障
が
い
の
あ
る
人
も

安
全
に
乗
る
こ
と
が
で
き

る
小
型
ヨ
ッ
ト
「
ハ
ン
ザ
」

（
全
長
2
・
3
㍍
）
を
使

用
。
島
内
外
か
ら
小
学
生

―
一
般
24
人
が
参
加
し
、

ダ
ブ
ル
ス
戦
で
レ
ー
ス
を

楽
し
ん
だ
。

大
会
は
障
が
い
の
有
無

や
年
齢
に
関
係
な
く
、
安

全
に
セ
ー
リ
ン
グ
を
学

び
、
楽
し
む
活
動
を
広
め

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
イ

ラ
ビ
リ
テ
ィ
奄
美
（
同
町
）

が
主
催
。
レ
ー
ス
は
予
選

で
上
位
6
艇
の
決
勝
進
出

を
決
め
た
後
、
敗
者
復
活

戦
に
よ
り
1
チ
ー
ム
を
加

え
た
7
チ
ー
ム
で
決
勝
戦

を
行
っ
た
。

こ
の
日
の
天
候
は
晴

れ
。
午
前
は
北
東
か
ら
の

弱
い
風
だ
っ
た
が
、
午
後

か
ら
南
西
に
変
わ
っ
た
た

め
、
ス
タ
ー
ト
の
方
向
も

1
8
0
度
移
動
し
て
レ
ー

ス
を
続
行
し
た
。
予
選
よ

り
距
離
を
延
長
し
た
決
勝

戦
は
、
風
の
変
化
を
う
ま

く
利
用
し
た
艇
が
上
位
に

入
っ
た
。

優
勝
チ
ー
ム
の
春
田
政

徳
さ
ん
（
神
奈
川
・
川
崎

市
）は「
途
中
で
諦
め
か
け

た
が
、
選
ん
だ
コ
ー
ス
に

い
い
風
が
入
り
、
先
行
艇

を
ご
ぼ
う
抜
き
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
来
年
も
必
ず

参
加
し
た
い
」
と
喜
ん
だ
。

今
回
は
同
法
人
の
上
部

団
体
で
あ
る
日
本
ハ
ン
ザ

ク
ラ
ス
協
会
の
年
間
日
程

に
組
み
込
ま
れ
た
最
初
の

大
会
と
な
っ
た
た
め
、
島

外
か
ら
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
患
者
も
含
め
た
9
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。

同
法
人
の
高
野
洋
志
理

事
長
は
「
天
候
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
に
レ
ー
ス
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
」
と
大

会
の
成
功
に
安
堵
（
あ
ん

ど
）
す
る
一
方
、
「
こ
ち

ら
か
ら
呼
び
掛
け
れ
ば
島

外
か
ら
の
参
加
希
望
者
は

年
々
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
地
域
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
宿
泊
施
設
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が

か
な
わ
な
い
可
能
性
も
あ

る
」
と
課
題
も
語
っ
た
。

順
位
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

①
春
田
政
徳
・
岡
野
早
美

（
瀬
戸
内
町
）
②
山
本
栄
明

（
岡
山
・
岡
山
市
）
・
伊
佐

治
敏
（
鳥
取
・
境
港
市
）
③

森
一
治
（
瀬
戸
内
町
）
・
大

村
裕
（
奄
美
市
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ

Ｊ
、
大
阪
市
）
は
13
日
、
開

幕
を
14
日
に
控
え
る
令
和

初
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
を
報
道
陣
ら
に
公
開
し

た
。
電
飾
数
が
世
界
最
多

の
巨
大
ツ
リ
ー
が
目
玉

で
、
優
雅
な
光
の
演
出
で

来
場
者
の
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
2

0
2
0
年
1
月
13
日
ま
で
。

30
㍍
を
超
え
る
ツ
リ
ー

は
昨
年
よ
り
約
1
万
個
多

い
約
59
万
個
の
電
飾
を
あ

し
ら
い
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

を
更
新
。
ツ
リ
ー
の
先
端

に
配
し
た
約
3
㍍
の
雪
の

結
晶
形
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
も

世
界
最
大
と
認
定
さ
れ

た
。
来
場
客
は
ツ
リ
ー
を

背
景
に
ミ
ニ
オ
ン
と
記
念

撮
影
も
で
き
る
。

特
別
招
待
客
ら
を
集
め

た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
人
気

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
関

ジ
ャ
ニ
∞
」
の
5
人
が
登

場
。
村
上
信
五
さ
ん
は「
ダ

ブ
ル
ギ
ネ
ス
の
ツ
リ
ー
は

こ
こ
に
来
な
い
と
体
験
で

き
な
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を
「
カ

ッ
プ
ル
と
家
族
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
呼
び

掛
け
た
。

社 会

児童らとともにおかずを選ぶ嶺井博希

捕手＝12日、奄美市名瀬

13
種
目
で
競
い
親
睦
を
深
め
た
伊
仙
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
�
12

日
、
伊
仙
町
総
合
体
育
館

24
人
が
レ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
奄
美
瀬
戸
内
Ｒ
Ｃ
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
�
10

日
、
瀬
戸
内
町
阿
鉄
（
森
直
弘
さ
ん
撮
影
）

「
復
旧
・
復
興
の
助
け
に
」

トックリキワタが開花
ピンクと白のコントラスト鮮やか

高
校
生
ら
を
前
に
島
尾
ミ
ホ
の
作
品
に
つ
い
て
対

談
し
た
（
右
か
ら
）
豊
崎
氏
、
藤
井
氏
�
13
日
、

奄
美
市
名
瀬

知
名
町
正
名


